
様式第１号の２（第９条関係） （ 在 学 ・ 家 計 急 変 ）

高等学校 全日制 普通 科

学校名 宮城県　　　　　立 青葉 分校 定時制 学科 １年　　１組

専攻科 通信制

専修学校（高等課程） （単位制）　（令和○○年４月第１学年入学）

続柄 年齢

父 46 ①

母 42 ②

○ 祖母 71 ③

④

⑤

⑥

⑦

続柄 氏      名 ※設置者

◎ 本人 宮城　太郎 ⑧

○ 弟 宮城　次郎 国・公・私 ⑨

○ 妹 宮城　花美 国・公・私 ⑩

国・公・私 ⑪

ア ⑫

イ ⑬

ウ ⑭

エ ⑮

オ ⑯

⑰

⑱

⑲

（裏面にも記入例があります）

被災生徒奨学資金

（〒980－8423）  電話番号（022）211－3716
住
 

所
　仙台市青葉区本町３丁目８番１号

生年月日　　平成○○年　　○月　　○日生

ミヤギ　タロウ

奨 学 資 金 貸 付 申 請 書
令和　○○　年　○　月　○○　日

  宮城県教育委員会　殿

　高等学校等育英奨学資金の貸付けを受けたいので、高等学校等育英奨学資金貸付条例第５条の規定により、関係書類を添
えて申請します。

フリガナ

年  収
(税込み)

宮　城　一　郎
（続柄：本人の　　　父　　　　）

本人氏名

職  業
フリガナ ミヤギ　イチロウ

宮　城　太　郎

会社員

円
保 証 人

仙台市青葉区本町３丁目８番１号

生年月日　昭和　○○　年　○　月○○日生

住
 

所

（〒980-8423）  電話番号（022）211－3716

家

族

構

成

就

学

者

を

除

く

家

族

父
母
等
の
被
扶
養
者

氏          名 所得の種類

就

学

者 　小・中・高・高専・専修(高等・専門)・
　短大・大学（　青葉小学校　　　　　　）

宮　城　花　代

[①～⑥の計]　世帯合計審査所得金額 

控除額　万円

審査所得金額
(税込み)　万円

宮　城　一　郎

宮　城　花　子

収入・売上金額
(税込み)　万円

特

別

控

除

母子・父子世帯(子女が18歳未満及び60歳以上で経済力のない祖父母の世帯等) (一律    万円)  

障害のある人がいる世帯(公害疾病の認定を受けた障害のある人、常に就床を要する要介護の人等) (１人につき    万円)  

主たる家計支持者が別居している世帯(別居による、住居・光熱・水道・家具・家事用品の実費） (    万円限度)  

長期に療養を必要とする人のいる世帯(６か月以上療養中の人、療養を必要とする人）

　小・中・高・高専・専修(高等・専門)・
　短大・大学（　青葉中学校　　　　　　）

自宅・自宅外

※通学別

　小・中・高・高専・専修(高等・専門)・
　短大・大学（　　　　　　　　　　　　　　　）

自宅・自宅外

※  在  学  学  校

自宅・自宅外

県認定欄 認定世帯人員          人 認定所得金額  

火災･風水害又は盗難等の被害を受けた世帯(前年から申込時までに被害を受け、今後２年以上の支出増･収入減の年間金額)

[⑧～⑯の計]　控除額合計  

学校認定欄
[⑦－⑰]　認定所得金額  

認定世帯人員          人 基準金額  

記入不要

記入不要

記入不要

記入例

奨学資金貸付は、生徒本人が申請し、貸付を受ける制度です。

生徒本人の欄は、原則として生徒本人が記入してください。



（裏面）

 （家計急変による貸付けを受けようとする者のみ記入すること。）

   １  家計急変の事由

   ※    ア  家計支持者等が会社の倒産等により解雇又は早期退職            イ  家計支持者等が死亡又は離別

          ウ  家計支持者等が破産          エ  病気、事故、会社倒産、経営不振等により著しく支出が増大又は収入が減少

          オ  火災、風水害、震災等により著しく支出が増大又は収入が減少

   ２  事由が生じた年月日            平成 ２３ 年  ３月 １１日

氏  名

住  所

生徒本人は本校に在学し  （　自宅通学者　・　自宅外通学者　）  であることを証明します。

学 　校　 名

学校長氏名 印

学
習
に
対
す
る
意
欲

家

庭

事

情

　奨学資金の貸付けを希望するに至った家庭事情や、その他特に説明を要することなどを記入すること。

（各世帯の申請理由を明記）

（例）　東日本大震災により、福島第一原子力発電所災害地域で被災し、居住する家屋が今もなお帰宅困難地域となっており

　　　　修学が困難なため。

（〒　 ９８０－８４２３　　）

　仙台市青葉区本町３丁目８番１号

　学校で取り組んでみたいこと、将来の展望などを記入すること。

宮　城　一　郎

令和　　    年　　　　　月　　　　　日

　担当者氏名 　問合せ先電話番号 （              ）              －              

　本人が未成年者の場合には、親権者又は未成年後見人が下欄に自署すること。

親
権
者
等

本人との続柄 本人の（       父        ）

記入例

自筆で、具体的に記載してください。



様式第５号の１（第１１条関係）

20,000 円 ただし、貸付期間中に月額の変更があった場合は、変更の期日以降は変更

後の月額とします。

    　　令和５　　年　　　　４　　月分から

在学する高等学校等の正規の修業年限が満了する日の属する月までとします。
ただし、それ以前に貸付けを停止された場合は、その期日までとします。

奨学資金貸付終了の時期に貸付金額の総額が確定します。

高等学校

分校

専攻科

学校

誓　　約　　書
令和 ○○ 年　　○ 月　○○ 日

  宮城県教育委員会　殿

私及び保証人は、私が高等学校等育英奨学資金の貸付けを受けるに当たり、以下に記載の貸付条件に同意の上、高等学
校等育英奨学資金貸付条例及び同施行規則の規定を遵守し、償還することを約束し、誓約書を提出します。

貸 付 月 額

貸付の始期

貸付の終期

貸 付 金 額 奨学生番号（記入不要）

全日制

普通　　科
学科

１　年　１組宮城県 立
定時制

通信制

（単位制）

フリガナ ミヤギ　タロウ

住
 
 

所

（〒980-8423） 電話番号（022）211－3716

氏　名 宮　城　太　郎 印

仙台市青葉区本町３丁目８番１号

生  年  月  日 平成○○年　○月　○日

本  籍

保

証

人

フリガナ ミヤギ　イチロウ

住
 

所

本

人

学
校
名

青葉

宮城県仙台市青葉区本町３丁目８番

　本人が未成年者の場合には、親権者又は未成年後見人が下欄に自署すること。

電話番号（ 022 ） ２11 －3716

氏　名
宮　城　一　郎

印 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

（〒　980－8423）

生  年  月  日 　　昭和○○年　　○月○○日 本人との続柄 　　本人の（　　　　　　　父　　　　　　　　）

本  籍 宮城県仙台市青葉区本町３丁目８番 職  業 会社員

親

権

者

等

氏  名 宮　城　一　郎 本人との続柄 本人の（           父    　    ）

住  所

（〒 ９８０－８４２３ ）

　仙台市青葉区本町３丁目８番１号

宮
城

宮

城

記入例



私に貸し付けされる高等学校等育英奨学資金貸付金については、下記の口座へ振り込まれるよう願います。

宮城県青葉高等学校

（記入不要）

宮　城　太　郎
※新規の場合奨学生番号の記入は不要です。

゛ タ

＜記入上の注意点＞

１ の該当項目、又は変更する項目について記入してください。

２ この依頼書には、全て奨学生本人について御記入ください。

３ 口座番号が６ケタ以下の場合は、前に「０」をつけて７ケタでご記入ください。

４ 振込口座は、奨学生本人の名義の普通預金口座に限ります。（貯蓄預金・定期預金は登録できません。）

＜通帳の写＞

本町

0 0 1

太 枠 内

2 3 4 5 6 7コ ー ド

銀　行　番　号 店　番　号

普 通
預 金 1

金 融
機 関 名
支 店 名

宮城
銀 行

支店
預 金
種 目

口 座 番 号信 用 金庫

農 協

口 座 名 義 （ カ ナ ）

宮　城　太　郎 ミ ヤ キ ロ ウ

      「ゆうちょ銀行」の場合は、
      通帳表紙の裏面（支店コード、口座番号が書かれている部分）を貼ってください。

高等学校等育英奨学資金貸付金振込口座登録依頼書

宮　城　県　知　事　殿

令和　○○　年　　○　月　○○　日

学 校 名

奨 学 生 番 号

奨 学 生 氏 名

振
込
口
座

口 座 名 義 （ 漢 字 ）

記入例

宮城銀行

普通預金口座通帳

００１－１２３４５６７ 宮 城 太 郎 様

店番号 口座番号


